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老朽化した社会資本への公共投資による社会基盤再構
築を求める意見書

　１９６０年代の高度経済成長期から道路や橋梁、上下水道など社
会資本の整備が急速に進んだ。高度経済成長期に建築されたものは
現在、建築後５０年を迎え、老朽化が進んでいる。今後、首都直下
型地震や三連動（東海・東南海・南海）地震の発生が懸念される中で、
防災性の向上の観点からも、社会インフラの老朽化対策は急務の課
題といえる。
　災害が起きる前に、老朽化した社会資本への公共投資を短期間で
集中的に行うことによって、全国で防災機能の向上を図ることがで
きると同時に、それは社会全体に需要を生み出すこともできる。
　一方、景気・雇用は長引くデフレと急激な円高によって極めて厳
しい状況が続いており、そのために必要な政策が需要の創出である。
そこで、公共施設の耐震化や社会インフラの再構築が、雇用の創出
に必要な公共事業として潜在的需要が高くなっていると考える。
　よって、政府におかれては、国民と日本の国土を守り、安全・安
心な社会基盤を再構築するため、防災・減災対策としての公共事業
を緊急かつ集中的に行い、経済の活性化や雇用創出に資する防災対
策の実施を次のとおり強く求める。
１　道路や橋梁、上下水道、河川道、港湾など、老朽化が進み更新
　　時期が近づいている社会インフラを早急に点検・特定し、維持・
　　更新のための公共投資を積極的かつ集中的に行うこと。
２　電気、ガス、水道、通信などのライフラインの共同溝化・無電
　　柱化を促進し、都市の防災機能の向上を図ること。

大飯原発３･４号機再稼働に抗議し、撤回を求める意見書

　野田首相は、６月８日の記者会見で、大飯原発を「再稼働すべき
だというのが私の判断だ」「国民生活をまもる」ことが「唯一絶対
の基準」などとし、「福島を襲ったような地震・津波が起こっても、
事故を防止できる対策と体制は整っている」と断言した。
　この発言は、いまだ福島原発事故の原因究明はなされておらず、
政府自らがとりあえずの対策として指示した３０項目の「安全対策」
のうち「免震事務棟」「フイルター付きベント」などが設置される
のは「３年先」である。「国民生活をまもる」どころか、国民の命
と安全を危険にさらす「安全神話」の復活にほかならない。
　さらに首相は、電力不足や料金値上げになれば、「国民の安心が
脅かされる」と言い、具体的根拠も示さず「日常生活や経済活動」
が混乱すると発言した。
　本市議会は、３月議会で大飯原発３・４号機の再稼働について慎
重な対応を求める意見書を全会一致で可決した。
　また、山田京都府知事は、大飯原発の現状について、事故が起き
た時に備えての対策はまだとられていないと指摘し、３０㎞圏に広
げた緊急防護区域（ＵＰＺ）においては、避難計画すら策定されず、
事故発生時には京都府内のほぼ全域が屋内待避となることが想定さ
れるにもかかわらずヨウ素剤の配布計画すらない中での再稼働につ
いては、市民の不安は大きなものがある。
　よって、今回の野田首相の判断は、拙速であり、強く抗議すると
ともに、大飯原発３・４号機の再稼働撤回を強く求めるものである。
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。
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に
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。
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く
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携
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。

　

③
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合
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。
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。
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ル
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発
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だ
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。
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。
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。

　

総
務
部
長　

職
員
一
人
ひ

と
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す
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む
。
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。

園舎一体的改修を

関係部局と連携検討答
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財源確保として太陽光発電のため、企業に
　　　　公共施設の屋根の利用を提案（中央公民館）
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介
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が
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が
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３
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６
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っ
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。
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次
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定
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題
と
す
る
。
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介
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の
実
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と
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改
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を
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や
国
に
求

め
よ
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改
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に
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要
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。
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ク
シ
ー
券
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用
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援
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に
つ
い
て
、
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透
析
患
者
を
送
迎
し
て
い
る

病
院
の
通
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費
と
し
て
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
拡
充
を
。

　

保
健
福
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目
的
外

で
あ
り
考
え
て
い
な
い
。

　

④
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴

児
へ
補
聴
器
の
助
成
を
。
障
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者
手
帳
は
、
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が
70
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シ
ベ
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以
上
で
な
け
れ
ば
交
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れ
な
い
。
特
に
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は

成
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を
図
る
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で
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で
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も
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で
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り
、
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べ
き
。
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の
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を
見
て
い
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の
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や
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福
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今
後
の
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と
す
る
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⑥
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女
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の
通
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に
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と
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の
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に
改
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を
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め
る
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大
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理
場

跡
地
を
高
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者
の
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ツ

す
る
場
と
し
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一
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用
で

き
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が
、
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安
全
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は
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用
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で
作

れ
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な
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が
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も
っ
と
市
民
の
立
場
に
立
っ

た
対
応
を
。
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他
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に
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も
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に
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し
て
い
る
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⑧
新
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辺
駅
前
に
時
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を
。

　

建
設
部
長　

意
見
と
し
て

聞
き
、今
後
の
参
考
に
す
る
。

　

⑨
大
住
小
学
校
か
ら
八
小

路
へ
の
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の
拡
幅
を
。

　

建
設
部
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現
時
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で
整
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す
る
予
定
は
な
い
。
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得
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を
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グランドゴルフを楽しむ人たち
　　　　　　　　　　　　（宝生苑）

委
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管
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済
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平
成
24
年
４
月
23
日
に
大

阪
府
枚
方
市
東
部
清
掃
工
場

に
お
い
て
、
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　「
東
部
清
掃
工
場
」
は
、

平
成
20
年
12
月
か
ら
本
格
稼

働
さ
れ
て
い
ま
す
。
処
理
能

力
は
、
１
日
あ
た
り
２
炉
で

２
４
０
ｔ
で
あ
り
ま
す
。

　
枚
方
市
の
将
来
的
な
人
口

推
計
と
、
ゴ
ミ
処
理
計
画
の

考
え
方
と
し
て
、
人
口
減
と

ゴ
ミ
の
減
量
に
よ
り
、
平
成
30
年
で
、
人
口
40
万
３
千
人
、

年
間
の
ゴ
ミ
排
出
量
を
８
万
３
３
０
０
ｔ
と
予
測
さ
れ
、

こ
の
量
は
東
部
清
掃
工
場
で
の
年
間
処
理
能
力
を
上
回
っ

て
お
り
、
他
の
清
掃
工
場
の
対
応
が
今
後
必
要
と
な
る
が
、

現
時
点
で
は
未
定
で
あ
り
、
東
部
清
掃
工
場
の
処
理
能
力

に
余
裕
が
出
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
が
れ
き
処
理

に
つ
い
て
は
、
溶
融
炉
の
問
題
が
あ
り
、
大
阪
府
の
処
理

対
象
炉
か
ら
外
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。


